
保護者の皆様へ 

７月 11日（火）～13日（木）に、個人懇談会を予定しております。お忙しいとは存じますが、ご

出席のほどよろしくお願いいたします。日程につきましては、後日担任よりご連絡させていただき

ます。 
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雨の日はじめじめと蒸し暑い日が、晴れの日は30℃を超える暑い日が続いています。暑さに慣れて

いない体にとってはしんどいなと感じる日々です。学校では「暑さ指数」を見たり、冷房を使ったりと

対策を行っていますが、各自でも十分注意してください。 

部活動では３年生と一緒に活動できる日が残り少なくなってきています。1 日 1 日の練習を大切に

取り組みましょう。夏季総体では、練習の成果を十分に発揮し、全力を尽くすことを期待しています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

３日（月）    交通指導 ＳＣ 

７日（金）  夏季総体壮行会（6限） 

８日（土）  伊都夏季総体（ソフトテニス・水泳）  

９日（日）  伊都夏季総体（ソフトテニス） 

１０日（月）  SC ＳＳＷ 

１１日（火）  個人懇談（13：15～）  

１２日（水）  個人懇談（13：15～）  

１３日（木）  個人懇談（13：15～）  

１５日（土）  伊都夏季総体（バスケットボール・卓球） 

１６日（日）  伊都夏季総体（バスケットボール・卓球） 

１７日（月）  海の日 

１８日（火）  交通指導 ＳC 

１９日（水）  大掃除（5限） ワックスがけ（放課後） 

２０日（木）  授業終了式（5限） 

２１日（金）  夏季休業開始 

２２日（土）  県夏季総体（ソフトテニス・バスケットボール） 

２３日（日）  県夏季総体（ソフトテニス・バスケットボール） 

２４日（月）  県夏季総体（水泳）  

２５日（火）  県夏季総体（卓球・水泳） 

２６日（水）  県夏季総体（卓球） 

２９日（土）  丹生川清掃（9時～10時） 

部活動終了時刻 １８：００ 

完全下校時刻  １８：１５ 

校外学習のまとめ

を 



校外学習のまとめから抜粋 

【メモリアルパーク】 

・阪神淡路大震災の当時の感じがすごく残っていたのが印象的だったのと、地震による被害のすさまじさ

が伝わってきた。・昔にあった地震のつらさが伝わってくる。これを残すことで、昔にあったことを忘れな

いようにするために作られたんだと思う。・阪神淡路大震災で被災した場所がそのままで保存されていて、

当時のすさまじさが分かった。被災時の状況、復旧の過程などを記録した模型や映像、パネルなども展示

があって分かりやすく、震災は恐ろしいと思った。・過去におきた震災が、そのまま残されていることがと

ても不思議でした。阪神淡路大震災での被害から今にいたった人々の努力が伝わってきました。・昔の地震

の時の災害を見て、もし今後昔みたいな地震がいつきてもいいように、防災グッズを準備しときたいと思

いました。・昔に大きな地震があり、その災害によって神戸港にどのような影響があったのかが分かった。

もちろん町だけではなく、人や人の生活にも大きな影響があり、かなり苦しんだ人もいたと学習した。 

【神戸海洋博物館】 

・神戸海洋博物館で一番心に残ったのは、モーターサイクルギャラリーという場所です。KAWASAKIモータ

ーサイクルの歴代マシン、レース車など、数多くの実車が展示されていました。今までバイクはあまりか

っこいいとは思っていませんでしたが、今では、将来バイクに乗りたいくらいにバイクが好きになりまし

た。・ニンジャに乗れてうれしかった。かっこよかった。船の模型があって、映像が映し出されていてきれ

いだった。・カワサキワールドでは、バイク、モーターバイク、飛行機、電車、海賊船などが展示されてい

ました。一番印象に残ったのは、カワサキのバイク、カワサキニンジャ 400です。見た目がかっこよくて

バイクの顔がイケメンです。これを見れば乗りたくなりました。・大きな船やピカピカのバイク。バイクは

かっこよくロマンがある。乗ってみたが、すごくよかった。将来乗っているところを想像すると、もうそ

れはすごくほしぃ～と思う。・船がたくさんあった。コロンブスの船をはじめて見た。十字の文字があった。

バイクや電車があった。２階には心臓をささげている像がありました。 

【アンパンマンミュージアム】 

 ・ジャムおじさんのパン工場では、本当にアニメの世界のように完全再現されていました。店員さんが工

場にいるジャムおじさんにパンを頼んでくれました。店の外に出るとパンがかまどに入っていく様子を見

ることができました。パンはやさしい味でおいしかったです。・パン工場では、ジャムおじさんが焼いてい

るということが感じられるように、欲しいパンの券を持って、レジに向かい、アニメにも出てくる窯から

パンが出てきていた。他にも、おいしそうな物や、キーホルダーなど、大人も欲しくなるようなかわいい

物がたくさん売っていた。・アンパンマンミュージアムではパンを買った。アンパンマンのパンはとてもお

いしかった。ほかにもアンパンマンのグッズがたくさん売られていたり、床にドキンちゃんがいたり楽し

いスポットがたくさんあった。・お土産のパッケージにアンパンマンがいたり、商品名やお店の看板にふり

がながあって、小さな子どもでもわかりやすいように工夫されていた。 

【南京町】 

 ・たくさんのお店や食べ物があり有名なのでとても混雑していてお店に入るのも大変なときもあったけど、

神戸の文化について知ることができる場所だった。・日本人に分かるように写真や日本語があったり、中国

人に分かるように、大きく中国語で書いてあったりと、いろいろな観光客が楽しめるように、店にいろん

な工夫があった。公衆電話が中国風になっていた。ときどきスパイダーマンがいた。・中国の食文化などが 

 

まざっていて、日本の食文化とは違うところがたくさんあって楽しかった。お店を開いている人も外国の

方が多かった。・めちゃくちゃ人が多かったし、ザ・中国で本当に中国にいるのかと思いました。飲食店も

たくさんあり、自分はフルーツあめと小籠包を食べました。市販やお祭りで売っているのとはぜんぜん違

うな～と思いました。 

【戦没した船と海員の資料館】 

・ここで学んだことは、戦時中には僕たちと同じくらいの年齢の人も２～３ヵ月くらいの船の指導を受け

てすぐに戦争に向かったそうです。ほとんどの人が途中で亡くなってしまったそうなので、かわいそうだ

と思いました。・太平洋戦争の時に港がつぶれて、帰れなかったりしていた。12 歳ぐらいの人も戦争にお

くりこまれていた。日本の船はほとんど壊されて、アメリカの船を借りて帰国した。船のほとんどは港に

乗り上げてこわれてしまったので、多くの犠牲者が出た。・昔の船の写真がたくさんありました。戦争をし

ていた時の船や海員の写真や、情報がたくさん展示されており、戦争が怖く、二度と起こらないようにし

てほしいと改めて思いました。・戦争時代のことを資料館の人たちがていねいに教えてくださいました。当

時の写真がたくさん残っていて、戦争時代の残酷さを肌で感じました。 

【三宮神社】 

・生田神社の八柱の裔神（えいしん）を祀った一宮から八宮までの神社の中の三柱目にあたり、湍津姫命

を祭神として祀っている。周辺の三宮の由来にもなっていてすごいと思った。おみくじは末吉でした。 

・神戸港の神社の名前がたくさんあった。どの神社にも守護神が一人ずついた。全員最後の文字は「みこ

と」だった。おみくじで末吉がでた。 

【旧居留地】 

・昔のまま残った水道管があった。水道管などもふくめ、レンガで出来た建物ばかりで洋風だった。 

【華僑博物館】 

・神戸華僑の生活と活動について、美術品から生活用具まで貴重な文物、文献、資料を展示している。中

国人と日本人との交流の足跡をたどり、一般にあまり知られていない華僑の世界を垣間見ることができる。 

・日本の華僑・華人についての歴史を様々な観点から知ることができる。華僑とは、日本に住んでいる中

国の方などのことをいい、踊りにも関わっていたり、衣服についてや野球でプロとして活躍した華人など

も知ることができる。 

【感想】 

 ・異国情緒の異国は、南京町の中国だけではなく、旧居留地のイタリアなどのヨーロッパなどもあること

が分かった。神戸全体では、老若男女関係なく、そして、国境を越えて住んでいる人や働いている人、観

光している人がたくさんいることが分かった。・自分たちが住んでいる日本というところで何があったの

かや日本の未来のことも知っておくことが重要だとわかりました。九度山町と神戸市を比べてみると、た

くさんの人がいて高い建物などがたくさんありました。・神戸には様々な年齢層の人が訪れていました。モ

ザイクの観覧車から見た景色は一度被災した場所とは思えないほどきれいでした。復興、復旧について理

解を深められました。 


